
日本建築学会北海道支部 2005年度第４回常議員会議事録 
記録：久保田 

日時：平成 18年 3月 10日 17：30～19：30 
場所：日本建築学会北海道支部事務所（大通ダイヤビル） 
出席：支部長：城 
   常議員：飯田、南出、米田、小篠、久保田、澤田、藤原 
   代議員：奈良 
   総務委員長：羽山 
   事務局：菊地 
 
０．配布資料 
① 前回常議員会議議事録(案)               資料４－１ 
② 本部理事会、支部長会議資料             資料４－２ 
③ 2005年度決算見込み・2006年度予算編成について   資料４－３ 
④ 柴田拓二先生大賞候補者推薦について          資料４－４ 
⑤ 北海道建築賞委員会より               資料４－５ 
⑥ 学術委員会からの中間報告              資料４－６ 
⑦ 支部選挙管理委員について               資料４－７ 
⑧ 道内工業高校巡回講演会の報告について        資料４－８ 
⑨ 後援依頼について（3件）               回覧資料 
⑩ 2006年度支部特定課題研究委員会について       資料４－９ 
⑪ 2006年建築文化週間について             資料４－10 
⑫ 支部功労賞について                 資料４－11 
⑬ 建築学会創立 120周年関連記念事業           資料４－12 
⑭ 特定課題研究委員会主催の講演会について       資料４－13 
 
司会：南出 
Ⅰ．報告・承認事項 
  時間の都合上、順序を変えて進行する 
1. 2005年度決算見込み・2006年度予算編成について  （羽山/資料 4－3） 

2･3月は未確定のため決算は予測の範囲。次年度の繰越は 1,478千円程度。予定通り 
2006年度予算案の説明。収入は 1,000千円を予測。単年度 494千円赤字 
収入を増やす可能性があるのは、調査研究事業の受託・登録費の値上げ 
作品発表会・支部研究会などの支部事業は収支バランスの取れた企画として設定 
予算額を著しくオーバーした場合は、その理由を速やかに常議員会へ報告するようにして
はどうか 
次回に確定する 

2. 北海道建築賞委員会より              （小篠/資料 4－5） 
数年前から総会での建築賞受賞者講演がなくなった 
10月の文化週間に表彰・プレゼができないだろうか 
募集スケジュールを変更したい（4月募集、夏に現地審査、8月発表、10月表彰） 
次年度は基金取り崩し充当事業の 1件として、次次年度からは文化週間の事業の一部とし
て計画することで提案を了承。規定の内容はこれに基づいて改定する。（委員会で検討） 

3. 支部選挙管理委員について             （司会/資料 4－7） 
平成 18年度選挙管理委員会委員について（案）を提案：幹事会より 
4月中旬に委員会。（案）を了承。 

4. 2006年度支部特定課題研究委員会について     （支部長/資料 4－9） 
特定課題研究 応募 2件（歴史意匠委員会、構造専門委員会） 
学術委員会における２件の採択を承認 

5. 2006年建築文化週間について           （支部長/資料 4－10） 
建築文化週間企画 応募 2件 
学術委員会における２件の採択を承認 
・ 都市防災委員会：津波防災まちづくり 
・ 歴史意匠委員会：江別市 
予算総額 230千円を上限とする。（按分して回答） 
予算提示に対しての企画案再考を要請。 



 
 

6. 支部功労賞について                （支部長/資料 4－11） 
支部功労賞候補：法人会員 13社、賛助会員 2社。了承 

7. 建築学会創立 120周年関連記念事業         （支部長/資料４－12） 
支部主催「美しいまちをつくる、むらをつくる」：滝川市 NPO ｱｰﾄﾁｬﾚﾝｼﾞ滝川 
ディテールのつめは残るものの実施の方向。 
支部側の実行委員を決める必要あり（2名程度）→幹事会に一任 
実施内容・方針については協議が必要 

8. 前回常議員会議議事録(案)              （小篠/資料４－１） 
承認 

9. 本部理事会、支部長会議資料             （支部長/資料４－２） 
報告 

10.  柴田拓二先生大賞候補者推薦について          （支部長/資料４－４） 
報告。今後は支部推薦+他委員会からの働きかけも必要か 

11.  学術委員会からの中間報告              （支部長/資料４－６） 
以下の報告があった 
・ 答申案の説明 
・ 委員会の評価 
・ 地方組織について 
・ 特定課題研究委員会 
・ 支部の査読制度 

12.  道内工業高校巡回講演会の報告について        （司会/資料４－８） 
省略 

13.  後援依頼について（3件）              （司会/回覧資料） 
承認 

1、 新建築家技術者集団北海道支部より「北海道（2006）建築セミナー」 
2、 社団法人北海道建築士会より「平成 18年度建築士のための指定講習会」 
3、 社団法人北海道建築技術協会より「ＨｏＢＥＡフォーラム‘06」 
 

14.  特定課題研究委員会主催の講演会について       （支部長/資料４－13） 
他の組織から共催金の補助を受けて実施することは常議員会の承認事項であるにもかか
わらず、事後承諾となったことは問題であると担当主査に対して注意を申し入れた 
今後も、他団体からの助成を受ける行事については注意が必要 

15.  その他 
特になし 
 
次回常議員会  4月 27日（木） 
支部総会    5月 19日（金） 

以上 


